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 ５月２７日（土）は、岐阜東幼稚園創立５０周年記念行事にご参

加くださいましてありがとうございました。天候にも恵まれ、大変

素敵な行事となりました。その後、体調を崩した子が多く学級閉鎖

することになってしまい、大変ご心配をおかけしました。それでも、

こうして皆さんで集い、５０年

の歴史を振り返ることができ

たことをとても嬉しく思いま

す。記念式典では、多くのご来賓にお越しいただき、現在の子ども

たちの様子や映像を見ていただけたことがとてもありがたいと感じ

ました。やはり、多くの人に愛され大切にされてきたその歴史の上

に、私たちは立って居るのだと改めて感じました。心から敬意を表

します。 

 ワークショップは、どれも岐阜市内の地域の協力により楽しいも

のになりました。タブレット活用体験では、岐阜市教育委員会が連

携協定を締結している岐阜聖徳学園大学短期大学部の糟谷先生と

学生さんの協力でビスケットというアプリを使用してプログラミ

ングを体験しました。子どもの自由な発想とＩＣＴ技術により日頃

はできない体験ができました。小学生になると更に進化したプログ

ラミングができるようにな

ります。ドリームシアターぎ

ふの協力では、缶バッチ作成とＣＤゴマ、カラフル万華鏡を制作し

ました。ＣＤゴマの塗り絵は曼荼羅塗り絵といって、子どもが色を

限定することなく自由な発想で創作できる良さがあります。それ

が、回ると更にカラフルになって子どもの心を魅了していました

ね。カラフル万華鏡制作も光にかざすととてもきれいでした。一つ

のきっかけとして子どもの探究心につながっていくと嬉しく思い

ます。岐阜市科学館の松浦先生によるおもしろ実験は、本当に面白かったですね。子どもたちの感受性を
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ありのままに受け止めてくださり、温かい返しをしていただき

ました。この「不思議」「おもしろい」と感じる感覚を大切にす

ることで、そこから日常の遊びの中でそれぞれの探究につなが

っていくものと思います。ＫＡＣＨＩ＆ＬＥＯさんの大道芸も

楽しかったようです。私は初めの数分しか見られなかったので

すが、特に小学生に大うけだったようです。バルーンアート、

ディアボロ、腹話術とい

ろいろな大道芸を観られ

て、何かしら子どもたちの心に響いたものがあったのではないでし

ょうか。 

 そして最後のバルーンリリースでは、みんなの心を一つにして、

空高く未来の夢を送り届けたような気持ちになりました。あっとい

う間に北向きの風に流されていったのは残念でしたが、とてもカラ

フルで美しいと感じました。バルーンが大切で大切で、最後まで手放せなかった子もいたようです。それ

はそれで深い思い出となることでしょう。 

 これらの楽しさや感動の裏側には、様々な人の温かいご協力があったことを忘れてはなりません。在

園児のワークショップの協力者だけでなく、ドローン撮影をしてくださった岐阜市教育委員会の栗本先

生、未就園児の会の担当をしてくださった小酒井泉美さん、当日

駐車場係や接待、ワークショップ補助などをしてくださった加

納幼稚園の先生方、岐阜聖徳学園大学レクリエーション研究会

の学生の皆さんなど、様々な人のおかげで最後まで楽しくでき

たことを、心より感謝いたします。 

 お休みの中、子どもたちと共にご参加くださいました保護者

の皆様、ありがとうございました。 

 

《６月の保育について》 

【３歳児】 

○いろいろな感触を楽しんで、解放感を味わう。 

○先生と一緒に自分の身の回りのことをしようとする。 

【４歳児】 

○自分の思いや考えを先生や友達に伝えようとする。 

○いろいろな素材に触れたり、身の回りの動植物に関心を 

もったりする。 

【５歳児】 

○友達と同じ遊びをする中で、つながりを感じながら遊ぶ。 

○いろいろな動植物に興味関心を示し、愛着をもって接す 

る。 



 

 

 子どもたちの熱中症対策のため、お茶やさんの時間を設けています。 

 その際のお茶屋さんのボランティアのご協力をいただきまして 

ありがとうございます。ボランティア活動は、あくまでも「できる人が 

できる時に…」というスタンスでよろしくお願いいたします。 

 我が子の遊びの様子を見たり、保護者同士のコミュニティの場となっ 

たりする機会になれば、嬉しく思います。 

 

 

 

 ６月２８日（水）には、第１回家庭教育学級において「園長講話」を開催いたします。 

 今なぜ、子どもにとって遊びが必要なのか、真の遊びとは何なのか、未来を生き抜く子どもたちにとっ

て必要な力は何であるか・・・など、様々な視点からお話をさせていただきたいと思っております。 

 現在、文部科学省では、令和の教育改革が進められています。そんな内容も踏まえてお伝えしたいと考

えております。是非、ご参加いただければ嬉しく思います。 

 

 

 

  

お茶やさんのボランティアありがとうございます。 

家庭教育学級のお知らせ 


